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九
州
大
学
教
授
　
五
十
川
直
行
　
先
生

　

五
十
川
直
行
教
授
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
九
月
二
三
日
岐
阜
県
大
垣
市
に
生
ま
れ
、
一
九
七
三
年
に
岐
阜
県
立
大
垣
北
高
等
学

校
、
一
九
七
七
年
に
京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
を
経
て
、
一
九
八
四
年
に
九
州
大
学

法
学
部
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
同
大
学
教
授
（
そ
の
後
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
う
組
織
変
更
に
よ
り
、
同
大
学
院
教
授
）

に
就
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
一
九
九
八
年
か
ら
総
長
補
佐
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
学
内
の
各
種
委
員
会
の
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

　

教
育
活
動
と
し
て
は
、
九
州
大
学
法
学
部
、
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
・
法
学
府
、
九
州
大
学
法
科
大
学
院
（
法
務
学
府
）
に
お
い

て
、
民
法
の
教
育
・
研
究
指
導
を
担
当
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
九
州
大
学
大
学
院
医
学
系
学
府
医
療
経
営
・
管
理
学
専
攻
に
お
い
て
医
事
訴
訟

論
、
同
大
学
歯
学
部
に
お
い
て
医
事
法
制
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福
岡
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
お
い
て
も
長
き
に
わ
た
り
民
法

講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。

　

研
究
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
契
約
法
・
不
法
行
為
法
、
イ
ギ
リ
ス
民
事
法
、
比
較
ア
ジ
ア
民
事
法
、
医
事
法
、
民
法
典
の
改
正
等
で
あ
り
、

法
制
史
的
研
究
お
よ
び
比
較
法
的
研
究
と
い
う
手
法
に
よ
り
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
海
外
渡
航
歴
も
数
多
く
、
イ
ギ
リ
ス（
オ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン（
ウ
プ
サ
ラ
大
学
）、
オ
ラ
ン
ダ（
ラ
イ
デ
ン
大
学
）の
ほ
か
、
タ
イ（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
）、
韓
国（
ソ

ウ
ル
大
学
）、
中
国
（
山
東
大
学
）
等
で
も
研
究
に
従
事
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
私
法
学
会
及
び
日
本
比
較
法
学
会
の
理
事
に
も
就
任
さ
れ
、

二
〇
〇
五
年
に
は
日
本
私
法
学
会
第
六
九
回
大
会
の
開
催
校
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

　

社
会
連
携
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
活
動
に
従
事
さ
れ
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
の
う
ち
、（
公
財
）
大
学
基
準
協
会
法
科
大
学
院
認
証

評
価
委
員
会
委
員
の
ほ
か
、（
公
財
）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
審
査
員
・
評
議
員
、
福
岡
県
収
用
委
員
会
委
員
、
福
岡
市
個
人
情
報

保
護
審
議
会
委
員
、
福
岡
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
、
福
岡
県
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
委
員
、
自
治
体
等
の
各
種
研
修
の
講
師
、
各
種
医
療

機
関
の
倫
理
委
員
会
等
の
委
員
、
さ
ら
に
は
、（
一
財
）
九
州
大
学
出
版
会
理
事
長
と
し
て
の
活
動
、
福
岡
県
春
日
市
に
お
け
る
中
等
教
育

支
援
活
動
等
が
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

教
授
の
謙
虚
で
誠
実
な
お
人
柄
は
、
教
育
面
に
お
い
て
は
、
多
く
の
演
習
参
加
者
及
び
多
く
の
後
進
の
育
成
と
し
て
表
れ
、
研
究
面
で
は
、

緻
密
で
堅
実
な
研
究
と
な
り
、
ま
た
、
社
会
貢
献
の
面
で
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　

五
十
川
先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
本
号
を
捧
げ
、
今
後
と
も
、
わ
れ
わ
れ
後
進
の
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
る
。


